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『平成２０年度滋賀県倫理法人会は、５５０社達成いたします』

　倫理法人会の会員の皆様、平素より倫理法人会活動にご理解ご協力を賜り、誠

に有難うございます。

　今年度は平成20年7月29日に、びわこ湖北倫理法人会「正」昇格式典ならびに

滋賀県倫理法人会550社達成記念式典を予定しておりますが、倫理研究所から丸

山敏秋理事長にご出席いただき、記念講演を頂くことが決定いたしました。

私も県会長として最終年度となりますので、最後の仕事として計画目標の550社を

必ず達成し、次のステップである1000社への足がかりを築きたいと念じています。

皆様のご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

滋賀県倫理法人会　会長　河村　益孝
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彦根倫理法人会　事務長　森田　眞人

滋賀県倫理法人会　普及拡大委員長
びわこ湖北準倫理法人会　専任幹事　日下英治

びわこ湖東倫理法人会　専任幹事　岡　幸一びわこ湖南倫理法人会　幹事　能登清文

　びわこ湖南倫理法人会では、毎週火曜日、朝6時半から草津エ
ストピアホテルにて経営者モーニングを開催しております。
　2007年7月31日は、株式会社ピアライフ　代表取締役　永井茂
一様に「社員の成長が、会社が成長　～社員の成長なくして、
会社は成長しない～」のテーマでご講演いただきました。永井
氏は、私たちが仕事をしていく上で、「何のために働くのか？
」（働く目的）、組織の仲間やお客様や取引先あるいは地域社
会に対しても「何のためにその事業を営むのか？」（経営の目
的）や、「どのようにして社会に役立とうとしているのか？」
（社会的意義とその役割）をまず一番に考えておられます。と
くに「はたらく」とは、何を目的としているのでしょうか？おそらく生きていくことの究極の目的
は「幸せ」ではないでしょうか？
　私たちは、どんな目的（幸せ）を願い働いていますか？と、熱く問いかけられました。
この人として基本的なところを、社内でも時間をかけて、毎月、毎月、繰り返し継続して何年間も
話し合われているとのことです。
　ピアライフ様では、経営理念「快適環境を創造する」の実現にむけて、社員全員が共通の価値観
を共有し働かれています。そのために社員一人一人を大切にし、人間性を尊重されていることが伝
わってきました。まさに理念経営、倫理経営を実践されている素晴らしい会社です。
　そのために、人を大切に、毎月必ず一日、いろいろなテーマでとことん話し合い、それを10年以
上にわたり続けられている、この継続の力が、社員が成長し会社が成長するのだと感じました。何
事も継続の力を信じ、実践していきたいと思います。仕事前の朝の１時間で、素晴らしい経営者の
体験談が学べる経営者モーニングセミナーに感謝いたします。ありがとうございました。

びわこ

湖
南

　

　びわこ湖東倫理法人会では、毎週木曜日の朝６時から八日市ロイヤルホテルにおいてモーニング
セミナーを開催しております。９月２０日（木）のモーニングセミナーでは、株式会社安土建築工
房の代表取締役社長 西澤由男氏を講師に招き体験談を話していただきました。テーマは、私の仕事
『本当に豊かな暮らしの提案』と題しまして西澤氏の現在までの体験談を話していただきました。
西澤氏は１９９０年に理想を求めて独立され、その後１０年間に渡り世界中の国を見て回り本当に
豊かな暮らしとはいったいどのようなものだろうかと探究されました。その結果あらためて日本の
すばらしさに気づかれ、灯台下暗しだったということがわ
かられたようです。　日本に帰ってこられてからは、豊か
な自然を生かした『日本の民家』を見直し、環境にやさし
い建築にこだわっておられます。また、建築資材の無駄を
なくすため端材を利用した子どものおもちゃ作りもされて
おられます。現在の社会はより新しいものが良いように思
われがちですが、今一度自分の周りを見直せばまだまだ古
き良きものが残っていることを、西澤氏に教えていただい
たように思います。これからも倫理法人会で学んで行きた
いものです。
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　この度、彦根倫理法人会事務長を
受けさせていただきました。
この様な大役が回ってくるとは、私
より熱心に活動されている方々が、
おられるのに、夢にも思っていませ
んでした。どの様な組織で、倫理法

人会が動いているかわからないまま、ただ辻会長を信頼し
て、受けさせていただきました。
　辞令交付式に参加させていただき、名前を呼ばれ、正面
に並び、彦根倫理法人会の役員の方々と一緒に辞令を受け
ました。
　この様な式典で、証書を受けるのは、学生時代の卒業式
以来のことで、非常に緊張し、辞令の『彦根倫理法人会事務長に任じます　理事長　丸山敏秋』の
文章を見て改めて、その責任の重さを感じ、新鮮な気持ちで、精一杯がんばろうと、決意を新たに
しました。
　また、私は、辞令式は、新任のみと思っておりましたが、全ての役員に改めて新年度の辞令を渡
されるのを見て、毎年気持ちを新たにでき、良いことだなと思い、会社にも取り入れたいなと思い
ました。

滋
賀
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　8月21日(火)北ビワコホテルグラツィエに
て湖北地方に倫理の灯が燈りました。母体
となって頂いた彦根市倫理法人会の辻会長
には可愛い娘をお嫁に出すかのような、複
雑なお気持ちだったと推察いたします。ま
た、びわこ湖東の鈴木会長にも、「正」法

人会になったばかりの中から、長浜地区の会員様の移籍を
喜んでご承諾いただいたばかりでなく、連日の普及活動に
もご協力いただき、感謝に耐えません。最終的にはびわこ
湖南の中村会長、大津倫理法人会の西村会長のご協力も得
て、50社で｢準｣倫理法人会を開設することができました。
滋賀県倫理法人会としては5年越しの悲願達成で、河村益孝県会長のリーダーシップの賜物と深く感
謝申し上げます。
　それにしましても、このような会の新設には必ず大きな「出会い」があることを今回も実感する
ことができました。会長候補と考えていた方から、他に適任者がいるとご紹介いただいたのが矢野
明会長でした。矢野会長とはお会いして5分も経たずに倫理的共鳴を感じることができました。紹介
者の矢野　幸様からの事前の働きかけも大きかったと感謝しています。
　お会いして15分後には「会長が決まらないとこのような良い会が開設できないというのはきわめ
て残念」「間に合わないかもしれませんが、若い方に引き継ぐまでの短い期間でよろしければ」と
の条件付で会長をお引き受けいただきました。
「普及は宝」｢人生は出会い｣という言葉をつくづくと実感しています。
開設式典には研究所から中西　浩法人局長、吉川和儀近畿方面長はじめ、京都、大阪、奈良の法人
会からもお祝いに駆けつけていただき、びわこ湖北準倫理法人会の新役員一同、身の引き締まる思
いで役職を拝受いたしました。来年7月29日には晴れて「正」法人会に昇格し、名実共々、地域社会
になくてはならない倫理法人会にしていきたいと決意しています。ご協力を頂いた皆様に心から感
謝申し上げます。有り難うございました。
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株式会社安土建築工房の西澤由男社長

翌朝のモーニングセミナーで講演の中西局長

株式会社ピアライフの永井茂一社長

２０年度法人局スローガンを全員で唱和

山口主席から辞令を受ける県役員



＜会社概要＞

  創業・昭和35年5月12日、資本金5000万円、社員数28名

  総合設備工事業。「受変電設備」「動力・電灯・照明設備」「消防防災・管工衛生設備」「空調設備」

  特殊な「噴水設備・交通信号設備・光ファイバー」

  一般住宅でのオール電化・太陽光発電、住宅リフォームの設計・施工管理・メンテナンスを提供。

大津倫理法人会　専任幹事　濵名　和彦

　（株）ケイテックさんの朝は、会社周辺の清掃
活動から始まる。これは社員さんの自主的な活動
だが、清掃場所は個々に決まっている。AM8:00に
なると駐車場に出揃い、当番の掛け声でラジオ体
操だ。AM8:10になると、一斉にジョギングに。体
力に合わせての2コース（1.8kmと2.3km）が決ま

っている。各自の走破タイムは、その日の当番が記録し記録表に
残されていく。そこには、各自の標準体重からの増減状況も記載
されているから驚きだ。
AM8:30始業、朝礼が始まる。社長挨拶→社訓唱和→連絡事項→安
全委員会からの報告→「職場の教養」輪読→管理職の方の当日予
定の伝達→各部署に分かれてのミーティング、各個人の当日予定
の伝達、という流れだった。ちなみに「職場の教養」の輪読は、
リーダー（当番）を含め3名で行い、当番の方がその日読むページを決めるのだそうだ。
　ここの特徴は、何と言っても前述した清掃とジョギングだ。実際に「ジョギング記録表」を拝見

すると誰もが唸らせられるだろう。また倉庫や車の
中、事務所内の整理整頓は半端ではない。一緒に訪
問した西村博会長も電気工事をされているが、各所
を見学させていただいた際には感心しきりだった。
また、30項目以上にも及ぶ各種「手当」も特徴だ。
その中の1項目が「技術技能資格手当」であるが、な
んと53種類もあるのだ。多い方では約35,000円の手
当にもなる。事業の性格上、技能資格の奨励は当然
とも言えるが、ここまで実施している企業はなかな
かない。これをみても、技術力の高さがうかがい知
れる。前述のジョギングにも手当が付けられている
。他に、毎年の「社員テーマ」も公募した上、投票

によりベスト3に選ばれたテーマを考案した方には手当があ
る。
　ここまで様々な工夫をされている企業は少ないだろう。
草野吉次社長は言う。
「ルールや規則、例えば挨拶をしましょう、なんちゅうの
はどこの会社でもありまっしゃろ！？要はどれだけやるか
ですわ！」「強制的にやらなあきません。そやけど社員に

は、やらされてると
思たらあかん、会社
なんやから何でも皆
が揃ってやるのは当
り前やろ、と言うて
ます」それでも不安はある、と草野社長。「私が居らんよう
になったら、すぐ崩れますわ」本当にそうだろうか？これが
草野社長の今の悩みである。
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株式会社ケイテックの草野吉次社長

朝礼風景　職場の教養の輪読

ジョギング記録表

整然と整理された倉庫内

滋賀県倫理法人会通信
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